
社会福祉法人長岡福祉協会理事・評議員・執行役員 
高齢者総合ケアセンターこぶし園  総合施設長 小山 剛 

地域で暮らす、地域に戻る 

～サポートセンター構想とは～ 



サポートセンター構想の理由①    

（家族に依存しすぎた政策） 
 

 富士山の頂上に行きたくて登山をする 

 八合目付近で土砂崩れのため登山道がなくなる 

 しかたがないので登山道（家族介護）が復旧するまで、山小屋（雑 

 居部屋の施設）に非難する 

 しかしいくら待っても登山道が復旧（在宅サービスが拡充）しないた 

 めに、山小屋での生活が長くなる 

 ふもとからはどんどんと人が登ってくるために、山小屋の前に大勢 

 の待機者が並ぶ 

 待機者がいるのだからもっともっと山小屋が必要！と特別養護老 

 人ホームを作り続けている？ 

 

 登山者（利用者）のニーズは山頂に登ること（暮らしの継続）で、 

 山小屋（施設）に入ることではない 

 登山道 の復旧（在宅サービスの拡充）が求められている 



施設は在宅生活が困難な者を収容するところ 

 

ショートステイは介護家族が不在になる時に使うところ 

 

ホームヘルパーは常時介護している家族のお手伝い、それもたまにはレベル 

 

デイサービスも常時介護をしている家族の休憩時間に使うところ 

 

高齢者は施設に入所したかったのだろうか？ 

高齢者は地域の仲間たちから離別したかったのだろうか？ 

 

否、高齢者は地域社会の中で人生を継続したいと願っている！ 

では、どうしたら生活の継続が可能になるのだろうか？ 

 

○今まで暮らしてきた地域社会の中で支援するシステムの確立 

 

○一時避難していた所から暮らしてきた地域社会に戻るためのシステムの確立 

 施設から戻ること、病院から戻ること 

サポートセンター構想の理由② 

（高齢者の希望と現実との乖離） 



★抱えている課題 
・施設と在宅では費用負担の格差が大きい 
・就労・高齢などで同居家族も連続的な介護は困難 
・それまでの人生を継続できない大規模集約型 
・住宅と呼べないお粗末な住環境 
・24時間365日連続するサービスがない 
・3食365日の配食がない 
（上記二つは施設ではあたりまえのこと） 
 
★目指している方向 
・在宅定額サービス（小規模多機能型居宅介護等）の拡大 
・地域（生活圏域）の中で提供するサービスの拡大 
・普通の住まい（バリアフリー）の提供 
・24時間365日連続するサービスの拡大 



最低限度の生活を保障する生活保護法に該当しても、住宅扶助に
より町の中のアパート（個室で、バス・トイレ・キッチンがある）暮らし
ができることに対して、高齢の障害者というだけで、なぜ、暮らしか
ら離れた施設という多床室で共同生活を強いられるのか？ 

山手線 

西日暮里駅近くの40,00円の物件 

（都内の住宅扶助は53,700円） 
17.16㎡ 

特別養護老人ホーム4人部屋の事例 

8.25㎡ 

（現在4人部屋でも個室でも10.65㎡、個

室の場合でもトイレのみで、バス・キッチ
ン無しが普通） 
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死にかたの合意 
 

在宅での一人死に対する理解の違い 

 
Ｓｗｅｄｅｎでは自分の暮らしの中での死を肯定 

 
日本では検死（事件性の確認）と家族・周囲の社会の批判 

 
違いは生活支援に対する連続的な関係性の有無 

在宅医療連携拠点事業の意味 
 

自宅で死ぬためには安心を保障できるかかりつけの医師が必須 
 

でも医師一人で２４時間３６５日は困難 
 

だから２４時間３６５日の訪問看護と、家族に頼らなくても支えることのできる 
 

一人暮らしの住まいと、２４時間３６５日の介護と、３食３６５日の配食が必須 
 

つまり地域包括ケアシステムが必須 



サービスのメリットとデメリット 

施設 

介護（24時間365日連続） 
利用者100対31  日中100対12～14  夜間100対4 

看護（24時間365日連続） 
利用者100人対3    日中100対1～3  夜間不在・緊急時呼び出し対応 

食事（3食365日連続） 

今までの在宅 

これからの在宅 

介護 

日中のみ時々のサービスが多い 

看護 

日中のみ時々のサービスが多い 

食事 

1日に1回や週に数回程度が多い 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護（24時間365日連続） 

食事 

365日の配食 

小規模多機能型居宅介護（24時間365日連続） 
通い＋泊まり＋訪問 

 

メリット 

24時間365日連続 

定額の費用負担 

 

デメリット 

生活圏外が多い 

集団生活と貧相な住環境 

管理体制・制約 

 

 

メリット 

自分の生活確保 

 

デメリット 

同居家族の負担大 

費用負担高い 

サービスが少ない 

 

 

メリット 

24時間365日連続 

定額の費用負担 

自分の生活確保 

 

デメリット 

まだサービスが少ない 



スギ薬局 

学研 

ココファン 

長岡福祉協会 医師会 

柏市 

スギ薬局 

学研 

ココファン 

長岡福祉協会 

柏市 

豊四季台 東京大学 

千葉県柏市の事例 



食堂・ホール 

寮母室 

施設の仕組み（一定エリア包括報酬） 
 

通所介護・訪問介護・訪問看護・配食サービスを効率的に
提供するために、利用者を集約して定額制でサービスを提
供する仕組み、欠点は地域からのかい離と管理される社会 

医務室 厨房 

配食サービス 

訪問介護 

訪問看護 

通所介護 



今までの介護保険は在宅と施設の負担が不均衡であったが、
小規模・定期巡回・複合型によって在宅も定額制に変更 

在宅は回転寿司と一緒で
出来高負担 

施設は飲み放題食べ放題で
定額負担 

必要な人にサービスを集中 

家事援助 

２０８０円／時間 

２４時間×３０日 

１４９７６００円／月 

身体介護 

４０２０円／時間 

２８９４４００円／月 

通所介護 

（介護３） 
９５１０円／８時間 

８５５９００円／月 

訪問看護 

８３００円／時間 

２４時間×３０日 

５９７６０００／月 

介護保険施設 

 療養  

 老健  

 特養 

ＧＨ 

要介護１ １９１７００円／月 

要介護２ ２１３０００円／月 

要介護３ ２３４０００円／月 

要介護４ ２５５３００円／月 

要介護５ ２７６３００円／月 

利用回数では
なく一月定額 

小規模多機能型
居宅介護 

利用者は一割負担 

定期巡回・随時対
応訪問介護・看護 

複合型サービス 



配食サービス（オプション） 

訪問介護 

訪問看護 

通所介護 

短期入所 

地域に点在する
フルタイム・フル
サービス事業所 

小中学校区程度の限定した地域 

定額負担 

暮らしの中に、定額制の２４時間３６５日連続するケアサービスと在宅療養支援診療所
などの医療機関があれば、施設や病院に行かなくても生活支援は可能（施設の箱をは
ずして、機能を地域に展開すること） 

地域包括ケアシステム 

合わせて認知症に対する診断・治療とフルタイム・フルサービスが連携すれば認知症
の高齢者も地域社会で生活できる 

在宅療養支援診療所 

等の地域の医療機関 

自宅 

アパート 

マンション 
ケアハウス 

精神病院（アウトリーチ） 

連携 

連携 



私の築いてきた人生は地域の中にある 

他者との関係の中で生きている 地域の外にある 

既存の施設 

大規模 

集約型 

ユニット 

施設 

通所 

宿泊 

訪問看護 

配   食 

小規模個室の
老人ホーム 

逆デイサービス 

自宅 

小規模多機能型 

居宅介護 

転換 

機能
分散 

分散 

アクティビティの拡大 

サテライト型
居住施設 

訪問介護 

オプション 基本 

私 

友人 

グループホーム 

居
酒
屋 

グループ
ホーム 

緊急避難 

（厚生労働白書２２年版掲載） 
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http://illpop.com/img_illust/older12.png
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小規模多機能型居宅介護 

通い 

訪問 

泊まり 

＋ 

地域社会がひとつの施設・病院 
介護付き住宅ではなく、介護付きの地域社会が可能 

（道路が廊下、自宅が居室） 

施設 

職員付き住宅 

グループホーム 

職員付き住宅 

マンション 

アパート 

自宅 

複合型サービス 

訪問看護 

訪問介護 

＋ 定期巡回・随時対応型 

訪問介護看護 

サービス付き 

高齢者向け 

住宅 

地域包括報酬 

定額制 

＋ 
医療 
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利用者 利用者 利用者 利用者 

利用者 

小規模多機能型 

居宅介護 

地域密着型老人福祉施設 

グループホーム 
訪問介護 

訪問 

専属スタッフ 
専属 

スタッフ 

                          サービスとスタッフを共有する 

地域包括ケアと包括報酬の提案 

利用者 利用者 

訪問 
通い・泊り 

同じ地域の対象者は、同一スタッフが全て対応し、定額報酬とする 

今
後
の
方
向 

現
在 

通所介護 

利用者 

利用者 

訪問看護 

専属 

スタッフ 

専属 

スタッフ 

専属 

スタッフ 

利用者 

通い 訪問 

同じ地域の利用者に、別々のスタッフがそれぞれサービスを提供している 

定額 

定額 出来高 出来高 出来高 

定額 

訪問 

介護・看護 

訪問 

介護・介護 

専属 

スタッフ 

訪問 

定額 

(介護費用の抑制と労働力の集約方法) 



ホームヘルプ 

ステーション 

利用者からの 

呼び出し 

連絡対応 

＆ 

訪問 

サービス内容が
随時本体に 

集積される 

在宅 ICT活用のシステム 

ＴＶ電話 

ギャラクシータブレット 

報告・証明 

記録の記入と同
時に全員に配信 

常に情報共有 



在宅におけるＩＣＴ活用イメージ 

地域連携会議 

利用者宅 

病院 

地域包括ケアセンター 

病院 

クリニック 
定期巡回・随時
訪問介護看護 

災害時 

支援センター 

居宅介護 

支援事業所 

歯科医師 

薬剤師 

小規模多機能型
居宅介護 

複合型 

http://wrs.search.yahoo.co.jp/_ylt=A3xThlGjScRP0BoBC7CDTwx.;_ylu=X3oDMTFvYWNmdTZvBHBhdHQDcmljaARwb3MDMwRwcm9wA2lzZWFyY2gEcXADcWh2BHNjA0RSBHNlYwNzYwRzbGsDaW1n/SIG=1aufcj5n5/EXP=1338364771/**http%3A//rd.yahoo.co.jp/search/direct/isearch/%25A5%25A4%25A5%25E9%25A5%25B9%25A5%25C8%2B%25CC%25F4%25B6%25C9/%25A5%25A4%25A5%25E9%25A5%25B9%25A5%25C8%2B%25CC%25F4%25B6%25C9/*http%3A//image.search.yahoo.co.jp/search%3Frkf=2%26ei=UTF-8%26p=%25E3%2582%25A4%25E3%2583%25A9%25E3%2582%25B9%25E3%2583%2588%2B%25E8%2596%25AC%25E5%25B1%2580


高齢者総合ケアセンターこぶし園の事例 
 

使命(mission)は二つのＣＳ  

Customer Satisfaction 顧客の満足  

Community Satisfaction 地域社会の満足  

 

       ■在宅ケアのベースとしてショートステイを８０ベッド整備 
           （1982年からショートステイの拡充を続け、1997年に80ベッド） 

       ■フルタイム ２４時間３６５日連続するサービスの整備 
           （1997年には介護・看護・食事がフルタイム） 

       ■フルサービス 短期入所 訪問介護 配食サービス 

                   訪問看護 通所介護 介護予防 

                   グループホーム 小規模多機能 住宅 
           （2004年にはサ高住のモデル在宅支援型住宅を整備） 

       ■サポートセンターの創設と拡大 
           （2002年に独自にモデルを創設、地域単位のニーズに対応した包括サービス） 

       ■民間事業者との共同（ハードとソフトの分担） 
           （土地・建物は民間、サービスはこぶし園） 

       ■施設の分散と地域包括ケアシステムの構築 
           （1982年の100人施設は2014年に0人になる） 

 

サポートセンターの守備範囲は1～3㎞、15か所のセンターの対象は人口18万人 





周辺に点在しているサービスを繫ぎ合せ 

フルタイム・フルサービスを提供 

 

ネットワーク型サポートセンター 

 
認知症グループホーム １８名 

バリアフリー住宅 ９室 

居宅介護支援事業所 

２４時間ケアサービスステーション 

通所介護事業所 ２６名 

小規模多機能型居宅介護事業所 

配食サービス 

訪問看護ステーション 



サポートセンター 

上除 

サポートセンター 

関原 

アネックス 

関原 

西消防署 

西郵便局 

スーパー 

内科 

内科 

２００ｍ １００ｍ 
５０ｍ 

訪問看護・ショートステイ 

まで２ｋｍ 

包括・病院 

まで３ｋｍ 

img_illust/build01.png


土地は民間 

居住部分は通常のアパートとして 

民間事業者が担当 

介護部分はフルタイム・フルサービスを 

提供する社会福祉法人が担当 

 

コラボレート型サポートセンター 



通所介護・訪問看護 

訪問介護・配食サービス 

在宅介護支援センター 

居宅介護支援事業所 

バリアフリーアパート 

26.39㎡×8部屋 

こぶし園 民間 

サポートセンター永田 



健康の駅ながおか（サポートセンターしなの） 
 

本体事業   高齢者センター(PFI) 
 
付帯事業   ケアハウス（定員４０名） ・通所介護（定員３０名） ・認知症型通所介護（定員１０名） 
         訪問看護（３６５日夜間緊急対応型） ・訪問介護（２４時間３６５日） ・定期巡回随時対応型訪問介護看護 
         在宅介護支援センター ・居宅介護支援事業所 ・配食サービス（３食３６５日） ・健康増進・介護予防センター 
 
テナント    診療所（内科・歯科） 
 
※土地は市役所 ・サービスはPFI＋テナント＋社会福祉法人 



地域内の多様なニーズに対応するシステム 

ケアハウス 

デイサービス 

ホームヘルプ 

配食サービス 

訪問看護 

ケアプランセンター 

高齢者センター 

健康増進・介護予防センター 

地域交流スペース 

災害時避難場所 

ケアハウス 

ケアハウス 

２ Ｆ 

３ Ｆ 

４ Ｆ 

５ Ｆ 

１ Ｆ 
 診療所  



＋ 

１５ ２５ 

２０ 

２５ 

２５ １８ 

＋ ＋ 

２０ 

＋ 

２５ 

１５ 

＋ 

美沢 

摂田屋 

千手 

川崎 

＋ 

＋ 

＋ 

⑤ ＋ ＋ 

＋ 

在宅支援住宅 

＋ 

＋ 

＋ 

既存施設１００名 

   ↓ 

        85 

        ↓ 

        65 

        ↓ 

        45 
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施設分散と地域支援計画（地域全体を支えるシステム） 
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特別養護老人ホームこぶし園 

昭和５７年開設 定員100名 

(2013.4.1現在30名) 

サテライト 

サテライト 

サテライト 

サテライト 

町の中に移動 

























１４室×３０．８㎡ 

バス・トイレ・キッチン付き 

 

家   賃    ４２，０００円 

共益費      ４，０００円 

生活支援費  ２８，３５０円 



首都圏事業 
 

■福祉プラザさくら川（港区新橋） 
  ●特別養護老人ホーム  新橋さくら川 
     定員100名＋短期入所生活介護20名＋通所介護30名＋認知通所10名 
   ●介護老人保健施設  新橋ばらの園 
          定員100名＋短期入所療養介護＋通所リハ20名 
   ●知的障害者更生施設  新橋はつらつ太陽 
     入所40名＋通所40名 
■サポートセンター広沢(和光市) 
  ●小規模多機能型居宅介護 
     定員24名＋通い15名＋泊まり9名 
  ●認知症対応型共同生活介護  9名 
  ●カフェテラス＋キッズルーム 

  ■ ＵＲ柏豊四季台（柏市） 

    サービス付き高齢者向け住宅 ＋フルタイムフルサービス 
  ■中央区日本橋 
   小規模特別養護老人ホーム＋小規模多機能 
  ■中央区月島 
   小規模特別養護老人ホーム＋ＳＳ 





サポートセンター広沢（和光市） 



42 提供：株式会社学研ココファン 

サービス付き高齢者向け住宅 

薬局 

自立棟 

介護棟 

居宅介護 

小規模多機能 

２４Ｈ訪問看護 
24Ｈ訪問介護 

子育て 

支援施設 

主治医 

診療所 
在宅療養 

支援診療所 

地域包括
支援ｾﾝﾀｰ 

地域交流 

スペース 

 ※本図は、実施設計前のイメージであり、完成後の建物とは異なる場合があります。 

◆イメージ図 

豊四季台プロジェクト 
 サ高住に様々な医療・介護サービスを組み合わせたモデル拠点を豊四季台団地に整備
（URによる公募）。  【平成26年初旬完成】 



都市部と地方の違い    
 

              都市部               地方  

 職  場       豊富な選択肢         増えてはいても生活圏が限定 

 

 職員の確保    不足               不足 

             （社会全体の労働人口の減少と職場の拡大）     

 

 職員の意識    組織への帰属意識低い   同意識は高い 

             （地域社会の関係性という制約の有無） 

  

 職員の住宅    職場から遠い賃貸      職場に近い自宅 

             （容易に移動できない地面の保有の有無） 

 

  地域との関係   薄い               濃い 

             （元気な時からサービス機関近くの住民か移民か）  
  

 行 政        個体差大きい、ただ都市部は補助金負担の歴史からか 

             指導が強いが中身はないことが多い 

             また地方は全くわからない場合がある 



連絡先（代表） 
 

〒940-2135 
新潟県長岡市深沢町2278-8 

TEL0258-46-6610 
FAX0258-47-1243 
info@kobushien.com 

http://www.kobushien.com 

mailto:info@kobushien.com

